
令和４年度第８回公立大学法人滋賀県立大学教育研究評議会 議事録 

 

日時・場所： 令和４年１０月４日（火）13：40～14:50  教授会室 

出 席 者 ： 廣川理事長（議長 審議事項を除く）、宮川副理事長、 

山根理事（審議事項を除く）、安原理事（審議事項のみ議長）、髙橋理事 

井手環境科学研究院長（審議事項を除く）、南川先端工学研究院長、 

棚瀬人間文化学研究院長、伊丹人間看護学研究院長、村上環境科学部長、 

徳満工学部長、京樂人間文化学部長、糸島人間看護学部長、八里事務局次長、 

遠山委員、森委員、矢吹委員 

事 務 局 ： 山田総務課長、髙木財務課長、寺村経営企画課長、川分学生・就職支援課長、

郡田教務課長、山中地域連携・研究支援課長、出口高等専門学校開設準備室

長、前田課長補佐 

 

令和４年度第６回および第７回公立大学法人滋賀県立大学教育研究評議会議事録（案）に

ついて、原案のとおり承認された。 

 

議  題 

 

報告事項 

 

 １ 滋賀県公立大学法人評価委員会の令和３事業年度における業務の実績および第３期中期目

標期間終了時に見込まれる業務の実績に関する評価結果について 

   安原研究・評価担当理事から資料に基づき報告があった。 

[主な意見・質疑等] 

・学生側からの評価は別で行われているのか。 

 →卒業時のアンケート、また、授業評価アンケートを実施して意見をもらっている。 

・国立大学法人では、特に教育・研究というものは短期で評価できるものではないこと、教 

員や事務職員の負担等を考慮し毎年実施は行っていないが、県立大学はどうか。 

 →設置機関である県により年度評価を毎年実施することが定められている。大学として

は、県に対して国立大学の事例を伝え、簡素化について提案してみたい。 

 

 ２ 新型コロナウイルス感染症にかかる第 46 回危機対策本部本部員会議 

   宮川副理事長から資料に基づき、オミクロン株対応ワクチン接種に係る団体申込みについ

て報告があった。 

 

 ３ 学生の退学・休学・復学・除籍について 

   山根教育・学生支援担当理事から資料に基づき報告があった。 

 

４ 令和４年度卒業・修了予定者の進路内定状況等について 

       川分学生・就職支援課長から資料に基づき報告があった。 

 

 ５ 人事異動について 

    山田総務課長から資料に基づき 10 月１日付事務局職員の人事異動について報告があった。 

 



 ６ （仮称）滋賀県立高等専門学校の設置場所について 

   出口高等専門学校開設準備室長から資料に基づき 9 月 20 日に県が公表した高等専門学校設

置場所について報告があった。 

[主な意見・質疑等] 

   ・当該地域は、野洲川北流跡自然の森創成プロジェクトが進んでおり、地元小学校の環境学    

習の場として、また、本学の研究室エコキャンパスプロジェクトも共同参画している場所  

である。地元の方々が中心となって、森を育て、将来へ継承するという取組を長年続けて  

いる場所であるが、活動に参加されている地元の方々への説明や意見交換は行われるの 

か。 

    →必要があれば地元の方に対して、説明や聞き取りを丁寧に行いながら進めていくべき

ものと考えている。 

 

７ 各委員会等の結果の概要について 

（１）令和４年度第６回衛生委員会 

（２）令和４年度第４回入学試験委員会結果概要 

（３）令和４年度第１回全学共通教育運営会議 

（４）令和４年度第２回図書情報センター運営委員会 

 

その他 

 ・髙木財務課長から令和４年９月 28 日に湖北精工株式会社に対して、本学において、未来人財

基金への寄附に対する感謝状の贈呈が行われた旨、報告があった。 

 

 

 審議事項については、理事長の後任人事に関することから、議長代理に安原研究・評価担当理事

が指名された。 

また、理事長および教育研究評議員から理事長候補者として推薦されている被推薦者２名が退

席された。 

 

 

審議事項 
 

  １ 理事長選考会議への理事長候補者の推薦について 

  棚瀬意向投票実施委員会委員長から資料に基づき９月 30 日に実施された意向投票の結果につ

 いて報告があった。 

  教育研究評議会から理事長選考会議に推薦する候補者数について、２名推薦、１名推薦の両

論があったため評議員による投票を行い、その結果２名を推薦することに決定され、理事長候

補者として井手慎司氏および山根浩二氏を推薦することが決定された。 

  なお、理事長選考会議委員である井手慎司氏が理事長候補者となったことから、教育研究評

議会からの理事長選考会議委員については、理事長選考会議委員が欠けた場合の対応に基づ

き、伊丹人間看護学研究院長が選任された。 

  また、教育研究評議会議長から理事長選考会議議長に提出する推薦書の作成は、議長に一任

されることとなり、具体的には議長代理が作成し、議長に確認のうえ、議長名で提出すること

となった。 


